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６月議会の傍聴者  延べ人数 ３９人 議会だよりに対するご意見・ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。

（TEL：945-5005）
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住所：〒903-0220 沖縄県中頭郡西原町字嘉手苅112番地　TEL 098-945-5005
発行：西原町議会　編集：議会広報調査特別委員会　印刷：（株）平山印刷

町民と議会を結ぶ情報誌

西原町 No.41・6月議会
2009（平成21）年9月1日発行

3月議会の傍聴者 延べ人数 33人

平成 21 年度一般会計補正予算●  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2P

平成 21 年度特別会計補正予算●  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3P

条例改正● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4P

工事請負契約● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5P

陳情・意見書● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6P

決議・選任● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7P

南米視察報告● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8P

一般質問● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8 〜 15P

４６年ぶりの皆既日食（写真提供：呉屋悟氏）

9月定例会の傍聴のご案内 9月 7日（月）午前10時 開会予定 　　　詳しい日程
お問い合せは
議会事務局へ

今回の表紙題字：宮本峰
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（康申）
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議員活動報告
常任委員長・副委員長実務研修会

中部地区町村議会議員・職員研修会

 5/14

 7/24

　沖縄県町村議会議長会主催の正副常任委

員長及び議会事務局職員を対象にサザンプ

ラザ海邦において「所管事務調査の意義と

仕方について」研修があり、5 名の議員と 2

名の職員が参加しました。

　中部地区町村議会議長会主催の議会議

員及び議会事務局職員を対象に北谷町ニラ

イセンターにおいて「最近の議会活性化事

例〜議会基本条例を中心に〜」研修があり、

13 名の議員と 3 名の職員が参加しました。

講師：石垣安秀氏
（沖縄県町村議会議長会事務局長）

講師：金城康次氏
（沖縄県町村議会議長会事務局主幹）



平成
21年度 特別会計補正予算特別会計補正予算特別会計補正予算 可決！可決！

歳入・歳出にそれぞれ

・国庫支出金 268万8千円
・繰入金 249万7千円

・繰越金 605万6千円
・諸収入 321万6千円

・繰入金 87万4千円の減額
・繰越金 336万4千円の増額

・後期高齢者医療保険料 143万7千円

・繰越金 109万2千円
・繰入金 3万4千円

518万5千円を追加

・主な理由は生活習慣病予防対策支援
事業（未受診事業）職員給与、繰入金等
である。

歳入・歳出にそれぞれ

256万3千円を追加

・主な理由は後期高齢者医療広域連合
納付金の増額、人事異動等による。

歳入・歳出にそれぞれ

927万2千円を追加

・主な理由は平成 20 年度老人医療給付
費精算額と県負担金、町負担金等によ
る。

歳入・歳出にそれぞれ

7,287万2千円を追加
・歳入は繰越金と人件費で歳出は上原・
棚原土地区画整理事業の測量業務等が
主である。

歳入・歳出にそれぞれ

529万5千円を追加
・歳入の繰越金と使用料が主である。

歳入・歳出にそれぞれ

249万円を追加

・主な理由は人事異動に伴う人件費の減
額や特定高齢者把握のため生活機能チ
ェック業務、職員給与繰入金等による。

国民健康保険

老人保健

土地区画整理事業

後期高齢者医療

介護保険

公共下水道事業
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歳入歳出 2億 146 万 3千円の追加
総額 98 億 3,823 万 1 千円
平成 21 年 6 月定例議会で可決された一般会計補正予算の
概略は表のとおり

主な歳入

主な歳出

・国庫支出金 増  

・県 支 出 金 増

・寄 附 金 増

・繰 入 金 増

・繰 越 金 増  

総務費
1億 7,067 万 8 千円
増 憲法改定に伴う投票人名
簿システム開発委託料

増 ホームページリニューア
ル業務委託料

増 庁舎建設基本構想策定委託料
増 町財政調整基金積立金
増 退職手当基金積立金
増 企画政策課、すぐやる課、
税務課、町民課の人事異
動に伴う職員給与費等

増

増

民生費
1,452 万 2 千円
増 福祉課、介護支援課、保
育所の人事異動に伴う職
員給与費等

増

増
衛生費
245 万 0 千円
増 野犬捕獲等業務嘱託員報酬

土木費
602 万 7 千円
減 都市計画課の人事異動に
伴う職員給与費等

増 土地区画整理事業特別会
計繰出金

教育費
1,499 万 9 千円
減 教育総務課・学校教育課・
給食調理場の人事異動に
伴う職員給与費等

増 人材育成会補助金
増 文化財測量業務委託料
増 西原町史関係資料デジタル
データ作成委託料

増 全国高校総体町実行委員会
補助金

増 町民体育館トレーナー委託
料

農林水産業費
391 万 6 千円
増 県雇用再生特別事業委託料
増 うちなー島ヤサイ産地化推
進事業委託料

減

一
般
会
計
補 正

平成21年度

138 万 6千円

1,811 万 1 千円

123 万 0千円

1,100 万 7 千円

1億 6,972 万 9 千円

〔憲法改定に伴う投票
 人名簿 システム構築
 交付金〕
〔県雇用再生特別事業
 及び県緊急雇用創出
 事業臨時特例補助金〕

〔人材育成会への寄附金〕

〔老人保健及び介護保
 険特別会計〕

〔平成 20年度繰越金〕

増

可決！！
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条例の改正

専 決 処 分

議案第３７号　西原町介護保険条例の一部を改正する条例について
○平成２０年５月２８日法律第４２号「介護保険法及び老人福祉法の一部を改正する法律」により、介護保険

法の条文が追加された。その法律の施行に関する政令第９号が交付されたことに伴い、西原町介護保険

条例（平成１２年西原町条例第１０号）の一部を改正する必要がある。

議案第３８号　西原町地区計画の区域内における建築物の制限に関する

　　　　　　　条例の一部を改正する条例について
○現在、東崎（マリンタウン）地区の住宅用地については、地区計画が定められ、当該条例により建築

物等の誘導を実施しておりますが、これに加え同地区の商業用地についても、商業経営を目的とした

建築物の誘導を行うとともに良好な都市空間の創出を図る必要がある

西原町税条例の一部を改正する条例

主な内容

Ⅰ.個人住民税

1 個人住民税において住宅ローン特別控除を創設し、平成２１年度以後の所得税において住宅借入金等特別税額控除の

適用がある者（平成２１年度から平成２５年度までに入居した者に限る。）のうち、当該年分の住宅借入金等特別税額

控除額を控除した残額があるものについては、翌年度分の個人住民税において、当該残額に相当する額（当該年分の

所得税の課税総所得金額等の額に１００分の５を乗じて得た額（最高９．７５万円）を限度とする。）を控除する。

2 上場株式等の配当所得及び譲渡所得等に対する税率については、現行の１０％軽減税率（個人住民税 3％、所得税７％）

を３年間延長する。

3 土地等の長期譲渡所得に係る特別控除を創設し、個人が、平成２１年１月１日から平成２２年１２月３１日までの間に取

得した国内にある土地で、その年の１月１日において所有期間が５年を超えるものの譲渡をした場合には、その年中の

当該譲渡に係る譲渡所得の金額から１０００万円（当該譲渡所得の金額が１０００万円に満たない場合には、当該譲渡

所得に金額）を控除する。

Ⅱ. 固定資産税

1 平成２１年度の評価替えに当たり、引き続き土地に係る負担調整措置、価格の下落修正措置を講じた。

2 社会医療法人が実施する救急医療等確保事業に係る固定資産税の非課税措置の創設や見直しを行った。

西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

主な内容

地方税法等の一部改正に伴い、国民健康保険税の介護納付金課税額に係る課税限度額が平成２１年４月１日から改正前の

９万円から１０万円に引き上げられたこと等に伴い、本条例の一部を改正するものです。

工事請負契約（下水道工事）工事請負契約（下水道工事）

◇呉屋処理分区枝線工事（その 5）
契 約 金 額 ：￥66,465,000
契約の相手：㈲燕建設（呉屋在）
契約の方法：町内業者 7 社、町外
　　　　　　業者 3 社指名競争入
　　　　　　札による契約
工期：自　平成 21 年   6 月 24 日
　　　至　平成 21 年 12 月 14 日
工 事 位 置 ：小波津地内

工事概要
　当該工事は、公共下水道事業特別会計予算の国庫補助事業です。
　工事の概要は、推進工法による径 200 ミリの硬質塩ビ管延長が３７６．２ｍ、埋設深さが平
均約２．９１ｍとなっております。開削工法による径 200 ミリの硬質塩ビ管布設延長が１９．２
ｍ同じく径 150 ミリ管の布設延長が２５４．６ｍ、開削工法区間の埋設深さが平均約１．４８ｍ
となっております。その他、組立式１号人孔が１３基、小型塩ビ人孔が２基、汚水桝が３３基、
アスファルト舗装復旧７８１平方メートルとなっております。 

◇津花波処理分区枝線工事（その 2）
契 約 金 額 ：￥68,197,500
契約の相手：㈲東洋建設（我謝在）
契約の方法：町内業者 7 社、町外
　　　　　　業者 3 社指名競争入
　　　　　　札による契約
工期：自　平成 21 年   6 月 24 日
　　　至　平成 21 年 12 月 14 日
工 事 位 置 ：呉屋地内

工事概要
　当該工事は、公共下水道事業特別会計予算の国庫補助事業です。
　工事の概要は、推進工法による径 200 ミリの硬質塩ビ管延長が４５．５ｍ、埋設深さが平均
約２．０６ｍとなっております。開削工法による径 200 ミリの硬質塩ビ管布設延長が６７０．７
ｍ同じく径 150 ミリ管の布設延長が２８５．６ｍ、開削工法区間の埋設深さが平均約１．４０ｍ
となっております。その他、組立式１号人孔が１８基、小口径塩ビ人孔が１４基、汚水桝が６７
基、アスファルト舗装復旧２，３２９．２平方メートル、コンクリート舗装復旧７０．３平方メート
ルとなっております。 

可決

賛成多数
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陳情第 495 号　
「協同出資・協同経営で働く協同組合法（仮称）の速やかな制定を
求める意見書」採択を求める陳情
意見書第 3 号　
「協同出資・協同経営で働く協同組合法（仮称）」の速やかな制
定を求める意見書
　今、地域の様々な課題を解決するため、地域に密着した公益性の高い活動が、NPO（特定非営利活動
法人）、協同組合、ボランティア団体などによって事業が展開されている。
　しかしながら、そのひとつである「協同労働の協同組合」には、現在、法的根拠がないため、社会的理
解が不十分であり、団体として入札・契約ができない、社会保障の負担が働く個人にかかるなどの問題が
生じている。
　よって、本議会は、「協同労働の協同組合」の活動の支えとなる「協同出資・協同経営で働く協同組合法（仮
称）」の速やかな整備を求めるため本案を提出する。

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、総務大臣、経済産業大臣

朝鮮民主主義人民共和国の地下核実験実施に対する抗議決議

　５月２５日、貴国が実施した地下核実験に対し、西原町民を代表して厳重に抗議する。

　西原町は、１９８５年１２月１８日に「西原町非核反戦平和都市宣言」を行い、世界唯

一の核被爆国民として全ての戦争を否定し、人類の生存を脅かす核兵器の廃絶を叫ぶとと

もに恒久平和の確立を目指して全力を尽くしてきた。

　貴国は、２００６年１０月にも国際社会の制止を無視して、核実験を強行し孤立を深め

てきた。核実験の自制を求める多くの要請を拒絶し、核実験の強行に至ったことは、全世

界の人々の平和への願いを踏みにじる行為であり、極めて遺憾なことである。

　核兵器の開発、維持及び強化を目的とした核実験は、人類の生存と地球環境に重大な影

響を与え、核兵器廃絶を求める国際世論を無視する行為であり、絶対に容認することはで

きない。

 　ここに西原町議会の名において、今回の核実験に対し厳重に抗議するとともに、今後

核兵器の開発を即時中止し、及び強化を目的とした核実験の計画を撤回するよう強く要求

する。

以上、決議する。
２００９年６月１７日

沖縄県西原町議会

あて先  朝鮮民主主義人民共和国 国防委員会委員長　金　正　日　殿
かがみをつけて
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣 

陳情第 496 号
「３０人以下学級完全実現」のための陳情

意見書第 4 号
「３0人以下学級」完全実現のための意見書

　教育現場では、就学援助児童生徒の増加、保護者等の多様なニーズ、子どもたちの学力格差の拡大など、
ますます困難な状況が現れてきている。
　このような状況に対応し、子どもたちに最善の教育環境を提供するためにも、学校現場における「３０
人以下学級」の完全実現は急がれる課題になっている。
　よって、本議会は、小学校３年生以降、中学校も含めて「３０人以下学級」完全実施を早期実現し、教
室配置等の条件整備を市町村教育委員会と協力して実現することを求めるため本案を提出する。 
あて先　沖縄県知事、沖縄県教育長

陳情第 497 号
義務教育国庫負担堅持及び２分の１復元を求める陳情
意見書第 5 号
「義務教育費国庫負担制度」の堅持に関する意見書

　政府は、昭和６０年度以降、義務教育費国庫負担制度の見直しを行い、義務教育に係る経費を相次いで
一般財源化してきた。
　このまま一般財源化が進む事態になれば、もともと零細な地方財政を圧迫するだけでなく、教育予算の
削減につながり、ひいては教育水準の低下や地域間の不均衡を生じさせるおそれがある。
　よって、本議会は、義務教育費国庫負担制度が引き続き堅持され、教育の機会均等と教育水準の維持向
上が図られることを求めるため本案を提出する。 
あて先　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、沖縄及び北方対策担当大臣

陳
情･

意
見
書

決
議

※
文
面
は
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
文
面
は
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

陳 情 ・ 要 請 等 の 審 議 結 果
受理番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

陳情第492号 　細菌性髄膜炎ワクチンの公費による定期接種化を早期に求める要請書 配　　　布

陳情第493号 　「気候保護法（仮称）」の制定を求める意見書の提出について 配　　　布

陳情第494号 　学校給食に安心安全な環境保全型農業で生産された農産物の使用促進に関する陳情 配　　　布

採　択

採　択

採　択

原案可決

原案可決

原案可決固定資産評価審査委員会委員の選任

大　城　鐵
てつ

　男
お

平園区在

同意
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町
政
が
本
気
に
な
り

町
民
が
望
む
町
づ
く
り
を

西
原
町
の
将
来
を
築
く
、

第
四
次
総
合
計
画
を
平

成
23
年
ま
で
に
は
つ
く
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
町
づ
く
り
は
「
人

づ
く
り
」
か
ら
で
あ
り
、
町
の

声
や
「
気
運
」
づ
く
り
さ
ら
に

21
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
「
町
民
と
共
」
に
新
た
な
町

づ
く
り
計
画
を
早
急
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
。

企
画
政
策
課
長
　
住
民
参
画
で

の
計
画
策
定
を
来
年
か
ら
行
い

た
い
。

町
民
と
の
協
力
で
内
間
御
殿
を

国
指
定
文
化
財
に
。

国
へ
の
要
請
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
、
又

「
復
元
期
成
会
」
の
発
足
は
考

え
て
い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
文
化
方
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
す
で
に
受

け
て
お
り
、
地
域
や
所
有
者
と

も
協
力
を
得
進
め
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
た
め
に

「
父
子
家
庭
」
に
も
手
当
を

男
女
平
等
を
か
か
げ
る
西

原
町
、
母
子
家
庭
同
様
な

手
当
、
な
ぜ
父
子
に
で
き
ぬ
か
。

景
気
後
退
の
中
早
期
実
現
を
。

福
祉
課
長
　
父
子
家
庭
も
経
済

的
に
き
び
し
く
、
又
児
童
育
成

と
い
う
事
か
ら
さ
ら
に
男
女
平

等
等
「
父
子
」
へ
の
支
給
を
検

討
し
ま
す
。

給
食
費
値
上
げ
反
対

金
武
町
で
は
食
材
に
補
助

父
母
と
の
話
し
合
も
せ

ず
学
校
給
食
の
「
値
上

げ
」、反
対
だ
。又
22
年
に
は「
値

上
げ
」
を
考
え
て
い
る
と
の
事
。

給
食
も
「
教
育
」
の
現
場
だ
。

金
武
町
や
他
町
村
で
も
食
材
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
子
供
た

ち
の
た
め
の
政
策
を
。

保
健
体
育
課
長
　
食
費
は
保
護

者
負
担
で
あ
り
。
22
年
に
向
け

「
値
上
げ
」
を
検
討
し
て
い
る
。

公
正
、
公
平
な
町
づ
く
り
、

町
民
の
声
を
行
政
に

町
民
の
権
利
・
利
益
を
守

り
、
公
正
で
公
平
な
行
政

運
営
を
図
り
、
町
民
へ
の
信
頼

開
か
れ
た
町
政
の
推
進
の
た
め

「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
制
度
の
導

入
や
「
チ
ッ
ク
マ
ン
」
制
度
の

継
続
を
強
く
求
め
た
い
。

総
務
課
長
　
財
政
事
情
が
あ
り
、

時
期
尚
早
と
考
え
る
「
チ
ッ
ク

マ
ン
」
は
検
討
し
た
い
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
商
業
地
域

の
建
築
が
15
〜
20
ｍ
に
つ

い
て
町
民
の
財
産
価
値
を
減
少

さ
せ
て
な
い
か
。
反
対
で
あ
る
。

町
長
　
土
地
購
入
へ
の
阻
害
要

因
に
な
る
と
の
声
も
あ
る
が
、

都
市
景
観
に
配
慮
し
た
計
画
で

あ
る
と
考
え
る
。

去
る
3
月
定
例
会
に
お
い

て
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ

い
て
は
、
父
兄
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
話

し
合
い
た
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

保
健
体
育
課
長
　
話
し
合
い

の
予
定
は
7
月
、
8
月
、
11

月
迄
に
は
値
上
げ
を
決
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
9
千

万
以
上
滞
納
額
が
あ
り
ま
す
が

1
０
０
％
と
回
収
で
き
れ
ば
1

年
、
2
年
は
の
び
ま
す
が
、
徴

収
員
２
名
で
週
３
回
学
校
ご
と

に
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
年
間

３
０
０
～
４
０
０
万
、
率
に
し

て
４
・
４
％
し
か
回
収
で
き
ま

せ
ん
。
現
実
的
に
は
厳
し
く
父

兄
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
話
合
い
値
上
げ

を
検
討
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

子
供
理
解
の
「
指
導
・
支

援
カ
ル
テ
」
に
つ
い
て
。

こ
の
カ
ル
テ
は
何
年
に
つ
く
ら

れ
、
そ
の
経
過
、
応
用
等
の
全

容
が
知
り
た
い
。
又
、
ど
の
よ

う
に
利
用
さ
れ
た
か
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
今
か
ら
6
年
前
の
平

成
15
年
7
月
に
で
き
て
お
り
、

そ
の
背
景
に
は
北
谷
町
の
集
団

暴
行
事
件
で
そ
の
年
に
は
1
万

９
０
０
０
名
の
少
年
補
導
が
あ

り
、
教
育
関
係
者
が
大
き
な
衝

撃
を
受
け
そ
の
子
供
達
の
居
場

所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
西
原
町
で
廃

止
と
な
っ
た
訳
は
条
例
違
反
と

い
う
事
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、

何
が
書
い
て
あ
る
か
と
い
う
よ

り
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
事
で
廃
止
に
な
っ
た
理
由

で
す
。棚

原
産
廃
に
つ
い
て
、
今

後
の
為
に
考
え
る
会
と
担

当
課
を
通
じ
て
話
合
い
た
い
と

の
答
弁
で
し
た
が
、
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

町
長
　
基
本
的
に
は
考
え
る
会

と
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
諸
事
情

に
よ
り
未
だ
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
。
担
当
課
を
通
じ
て
早
め
の

調
整
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
日
本
で
も
権

威
あ
る
先
生
を
お
招
き
し
講
演

会
を
設
定
し
産
廃
被
害
の
勉
強

は
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
良
く

理
解
し
て
い
な
い
私
で
す
が
、

そ
の
中
で
先
生
が
言
う
に
は
、

産
廃
の
被
害
に
つ
い
て
は
特
定

す
る
事
は
非
常
に
厳
し
い
７
千

ぐ
ら
い
の
物
質
が
あ
っ
て
、
そ

の
物
質
が
ど
う
影
響
し
て
い
る

か
難
し
い
と
先
生
も
こ
た
え
て

い
る
状
況
で
、
私
も
未
だ
考
え

る
会
の
皆
様
と
会
っ
た
事
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
要
望
が
あ
れ

ば
早
め
に
話
合
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

公
害
防
止
条
例
に
つ
い
て
。

公
害
防
止
条
例
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
西
原
町
公
害

防
止
条
例
に
つ
い
て
昭
和
62
年

4
月
1
日
付
で
策
定
さ
れ
て
お

り
、
ほ
か
の
市
町
村
の
状
況
、

内
容
等
も
大
体
県
の
も
の
を
準

則
に
と
っ
た
形
の
も
の
が
多
い

で
す
。

国
道
３
２
９
号
線
凍
結

解
除
に
つ
い
て
本
町
の

取
組
み
は
。

町
長
　
南
部
国
道
事
務
所
を
は

じ
め
、
県
内
で
行
政
活
動
、
5

月
21
日
に
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
の
総
会
で
全
国
18
路
線

の
凍
結
解
除
の
決
議
、
地
元
で

の
3
路
線
に
限
定
し
た
事
業
評

価
委
員
会
の
中
で
早
期
の
解
除

に
向
け
、
国
交
省
、
衆
参
議
員

へ
の
要
請
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。県

道
38
号
線
嘉
手
苅
〜

翁
長
線
、
県
道
29
号
線
鳥

堀
〜
上
原
線
の
進
捗
に
つ
い
て
。

土
木
課
長
　
浦
添
西
原
線
、
嘉

手
苅
～
翁
長
坂
田
交
差
点
ま
で

全
延
長
2
・
9
キ
ロ
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
、
調
査
測
量
、
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。
県
道
29

号
線
は
事
業
が
三
分
割
さ
れ
、

坂
田
交
差
点
か
ら
上
原
ま
で
19

年
度
よ
り
事
業
化
さ
れ
て
、
事

業
ベ
ー
ス
で
10
％
進
捗
し
て
お

り
ま
す
。
幸
地
、
坂
田
交
差
点

に
つ
い
て
は
本
年
度
よ
り
測

量
・
設
計
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
基
本
計
画
に
基
づ

く
行
政
ゾ
ー
ン
、
中
心
核

の
農
振
農
用
地
の
市
街
地
の
編

入
に
つ
い
て
。

都
市
計
画
課
長
　
市
街
化
の
拡

大
編
入
に
つ
い
て
は
、
国
県
の
基

準
に
基
づ
き
計
画
的
に
、
土
地
区

画
整
理
事
業
を
実
施
、
導
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
庁
舎
建
設
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
整
備
手
法
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
を
!!

各
保
育
園
の
一
時
預
か

り
の
実
態
、
人
数
、
取
組

み
に
つ
い
て
。

福
祉
課
長
　
現
在
二
ヶ
園
で
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
西
原
白

百
合
保
育
園
で
年
間
６
２
３
人
、

さ
ざ
な
み
保
育
園
で
３
８
３
人
、

合
計
で
１
０
０
６
名
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

幼
保
一
元
化
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て

福
祉
課
長
　
小
学
校
就
学
前
の

子
供
に
対
す
る
教
育
保
育
に
つ

い
て
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に

よ
り
担
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

少
子
化
や
親
の
就
労
形
態
の
変

化
、
教
育
・
保
育
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
も
大
き
く
変
化
し
多
様

化
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
18
年

度
に
就
学
前
の
子
供
に
関
す
る

教
育
・
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
成

立
し
、
幼
・
保
連
携
施
設
と
し

て
認
定
子
供
園
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

待
機
児
童
の
実
数
、
認
可

園
の
増
園
計
画
に
つ
い
て

福
祉
課
長
　
平
成
21
年
4
月
1

日
現
在
の
待
機
児
童
は
88
名
と

な
っ
て
お
り
、
去
る
5
月
28
日

待
機
児
童
解
消
対
策
会
議
に
お

い
て
、
総
合
的
見
地
か
ら
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

仲松　勤 議員

宮城　秀功 議員

大城　好弘 議員

行政は最大の◇
サービス産業
「町民はお客◇
様」
徹底したサー◇
ビスを
質の向上を求◇
む

学校の給食費に◇
ついて
棚原の産廃について◇
公害防止条例に◇
ついて

西原中央核、◇
行政ゾーンの土
地区画整理事
業の導入の促
進！！

問

問問問

問問

問

問問

問 問

問

凍結解除の新聞報道

学校給食の調理風景

文化庁調査官が内間御殿を視察

問

問

問

問

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
録
音
テ
ー
プ
）

に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編

集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

南米視察３ヶ国訪問報告
議　長　　城　間　信　三

　７月３日から７月１８日の（１６日間）日程で南米３ヶ国（ペルー、アルゼンチン、ブラジル）を上間町長と共に参加し、多くの西
原町人会の皆様と交流ができました。特に今回はペルー西原町人会９０周年記念式典があり、町長と参加しましたので報告します。

  ペルーの西原町人会
　７月４日の２３時５５分にペルーリマ市国際空港に到着、７月５日に沖縄県人会の西銘順治会

館にて正午より崎原エレーナ西原町人会会長及び仲宗根ファルナンド式典委員長のもとで、ペ

ルー西原町人会移住９０周年記念式典が行われ、来賓として沖縄県人会会長安里ビクトル氏やペ

ルー日本人協会会長斎藤カルロス氏等の祝辞があり、600 余人のペルー西原町人会の皆様のもと

で移住９０周年記念式典が開催された。式典では、歴代町人会会長や高齢者の皆様に感謝状の授

与が上間町長からあり、また式典に参加できない高齢者翁長出身の稲福次郎氏９７歳宅を訪問し

て感謝状を町長より授与してきました。祝賀会は在ペルー日本国総領事館宇田川領事の音頭で乾

杯があり、琉球舞踊のかぎやで風で幕が開き盛大にお祝いが行われた。

  アルゼンチン西原町人会
　７月９日午前７時４０分にアルゼンチンへ到着し、その日午後８時に町人会の役員と夕食会があり、翌７月１０日の午後８時よりアル

ゼンチン西原町人会会長与那嶺義勝外４０余人の皆様と交流会に上間町長と共に参加し交流を深め有意義に過ごしました。

  ブラジル西原町人会
　７月１１日の午後２時にプエノス空港発 703 便にてブラジルへ午後５時にリオ・デ・ジャネイロヘ到着、７月１３日午前９時よりブラ

ジル国営のペトロブラス社（石油会社）の本社を町長と共に表敬訪問し、役員の皆様より会社の説明を受け、その日午後３時４５分にリ

オ空港を出発してサンパウロ空港に到着後午後８時よりブラジル西原町人会の会長与那嶺育紀氏外町人会の皆様７０余人と交流を深め有

意義に過ごしました。３ヶ国の西原町人会の皆様の心温まるもてなしに感謝をし、また今回ペルー移住９０周年記念式典に参加させてい

ただきましたことに対し、心より感謝を申し上げます。
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学
校
給
食
費
の
値
上
げ

問
題
は
、
教
育
委
員
会

よ
り
保
護
者
へ
の
説
明
が
さ
れ

て
な
い
理
由
に
よ
り
、
全
会
一

致
で
歳
入
歳
出
１
７
２
３
万
２

千
円
の
減
額
修
正
の
議
決
が
さ

れ
た
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
、

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
説
明
会
を
実
施

す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
５
月

ま
た
は
６
月
の
早
い
時
期
に
説

明
会
を
実
施
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
内

で
給
食
費
の
滞
納
の
問
題
な
ど

議
論
を
さ
せ
る
考
え
は
な
か
っ

た
か
。

保
健
体
育
課
長
　
平
成
21
年
度

は
据
え
置
き
、
平
成
22
年
度
の

給
食
費
は
、
6
月
決
算
が
出
て
、

徴
収
率
と
滞
納
分
と
か
新
し
い

資
料
が
で
き
、
4
、
5
、
6
月

の
栄
養
基
準
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
そ
れ
か
ら
論
議
し
た
ほ

う
が
い
い
と
の
こ
と
で
、
7
月

に
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
8

月
か
ら
10
月
に
各
学
校
の
父
母

に
説
明
会
を
し
、
11
月
に
第
2

回
運
営
委
員
会
を
開
い
て
結
論

を
出
し
た
い
。

教
育
委
員
長
が
一
年
交

代
制
に
な
っ
て
い
る
理

由
を
伺
う
。

教
育
長
　
法
令
に
従
っ
て
一
年

で
交
代
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
に
問
題
が
な
い
の
で
今
後

も
進
め
て
い
き
た
い
。

平
成
21
年
5
月
19
日
の

沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
5
月

20
日
の
琉
球
新
報
の
両
紙
の
朝

刊
の
報
道
に
よ
り
、
5
月
18
日

の
サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

推
進
協
議
会
（
サ
ザ
ン
協
）
の

理
事
会
で
２
０
２
１
年
（
平
成

33
年
度
）
に
稼
働
を
目
指
す
一

元
化
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
、

最
終
処
分
場
を
造
ら
な
い
方
向

で
進
め
る
方
針
を
全
会
一
致
で

決
定
し
た
と
あ
っ
た
。
方
針
決

定
ま
で
の
経
緯
と
今
後
ど
う
す

る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

町
長
　
サ
ザ
ン
協
の
理
事
会
が

開
催
さ
れ
た
が
、
最
終
処
分
場

は
建
設
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

反
対
す
る
理
事
は
い
な
い
。
最

終
処
分
用
地
を
ど
こ
の
市
町
村

が
引
き
受
け
る
か
、
首
長
に
そ

れ
だ
け
の
気
概
、
決
意
が
あ
る

の
か
考
え
た
と
き
に
は
、
現
時

点
で
限
り
な
く
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
化
を
目
指
す
国
の
施
策
、

循
環
型
社
会
の
構
築
と
い
う
視

点
に
立
っ
て
そ
の
方
向
を
目
指

す
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
と

理
解
し
て
い
る
。

事
業
系
ご
み
の
減
量
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
ご

み
収
集
運
搬
の
許
可
業
者
の
ご

み
収
集
を
す
る
事
業
所
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
許
可
業
者
の

契
約
件
数
の
把
握
は
、
許
可
申

請
時
に
契
約
業
者
名
簿
を
提
出

し
て
把
握
し
て
い
る
。
Ａ
が
１

３
７
件
、
Ｂ
が
54
件
、
Ｃ
が
38

件
、
Ｄ
が
39
件
、
計
２
６
８
件

と
な
っ
て
い
る
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
通
称

浦
西
駅
周
辺
の
交
通
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
2
年
以
内
の
決

定
だ
と
聞
い
て
い
る
が
西
原
町

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
対
応
は
。

土
木
課
長
　
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

駅
周
辺
整
備
計
画
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
時
点
に
、
本
町

も
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
検

討
を
行
い
沖
縄
県
、
浦
添
市
と

調
整
を
し
、
課
題
と
し
ま
し
て

沖
縄
自
動
車
道
を
横
断
し
て
い

る
徳
佐
田
橋
を
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
、
拡
幅
が
必
要
か
ど
う

か
、
又
西
地
区
区
画
整
理
地
内

か
ら
は
高
低
差
が
あ
り
現
道
の

県
道
38
号
線
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

な
ど
、
対
応
を
考
え
た
い
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
浦
西

駅
に
沖
縄
自
動
車
道
よ

り
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
も
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
浦
添
市
側
と
の
協

議
は
。

都
市
計
画
課
長
　
浦
添
駅
、
終

点
が
決
定
し
た
と
き
に
、
浦
添

市
都
市
建
設
部
長
が
都
市
計
画

部
門
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

道
路
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の

位
置
な
ど
将
来
整
合
性
が
と
れ

る
よ
う
話
し
は
し
て
お
る
が
具

体
的
な
協
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
道
森
川
・
翁
長
線
が
都

市
計
画
さ
れ
た
が
延
長

線
上
に
あ
る
幸
地
地
区
の
県
道

29
号
線
に
合
流
さ
せ
、
幸
地
地

区
か
ら
小
波
津
地
区
を
結
ぶ
町

道
38
号
線
、
町
道
１
４
２
号
線

を
ど
の
よ
う
に
結
ぶ
か
、
ま
た
、

時
期
的
に
い
つ
ご
ろ
か
。

土
木
課
長
　
こ
の
町
道
整
備
計

画
は
、
今
、
西
地
区
区
画
整
理

地
か
ら
南
下
さ
せ
て
県
道
29
号

線
、
那
覇
・
北
中
城
線
、
将
来

そ
こ
に
充
て
て
、
小
波
津
川
関

連
、
浦
添
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
と
の

関
連
、
道
路
事
業
は
ど
ん
ど
ん

新
規
に
立
ち
上
が
っ
て
き
ま
す

が
、
状
況
を
見
な
が
ら
今
後
そ

の
道
路
の
必
要
性
は
感
じ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点
で
ど

ん
ど
ん
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

県
道
29
号
線
の
拡
幅
工

事
、
西
地
区
区
画
整
理
事

業
も
動
き
出
し
た
と
理
解
す
る
。

坂
田
小
学
校
は
今
で
も
過
密
校

な
の
に
、
将
来
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
と
地
域
か
ら
心
配
の
声
が

あ
る
が
、
今
後
5
年
間
の
児
童

数
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

学
校
教
育
課
長
　
坂
田
小
学
校

の
児
童
数
の
推
計
は
、
昭
和
49

年
、
３
８
４
名
、
そ
の
2
年

後
、
４
８
９
名
、
坂
田
ハ
イ
ツ

開
発
後
１
０
０
名
単
位
で
増
加

し
、
現
在
９
５
６
名
で
、
今
後
、

平
成
22
年
、
９
５
２
名
、
23
年
、

９
４
２
名
、
24
年
、
９
４
０
名
、

25
年
が
９
１
９
名
と
現
在
よ
り

減
る
推
計
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
は
人
口
動
向
は
加

味
し
て
お
ら
ず
、
校
区
周
辺
で

開
発
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
や

は
り
児
童
数
に
変
動
が
出
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

城間　義光 議員伊波　時男 議員

給食費値上問題は◇
委員長の交代制は◇
最終処分場建設は◇
事業所の把握は◇

都市モノレール◇
浦添延長に伴い
土木、都市計画、
区画整理各課の
対応は

問

問

問

問

問

学校給食浦添駅周辺イメージ図

今
、
県
内
全
域
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
子
供
理
解

の
た
め
の
指
導
・
支
援
カ
ル
テ
」

に
つ
い
て
、
今
後
、
本
町
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

指
導
主
事
　
子
供
達
を
健
全
に

育
成
し
た
い
思
い
は
学
校
も
保

護
者
も
同
じ
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
カ
ル
テ
は

全
面
廃
止
し
ま
し
た
。
何
ら
か

の
記
録
は
今
後
も
必
要
だ
と
考

え
て
お
り
、
保
護
条
例
等
に
も

抵
触
せ
ず
、
保
護
者
の
理
解
も

得
ら
れ
、
い
つ
で
も
保
護
者
と

共
有
で
き
る
形
の
支
援
カ
ル
テ

に
か
わ
る
も
の
を
作
成
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
県
か
ら
本
町
が
受

託
運
営
し
て
い
る
西
原

マ
リ
ン
パ
ー
ク
は
平
成
22
年
3

月
末
で
受
託
期
間
の
満
了
と
な

る
。
4
月
以
降
民
間
受
託
が
望

ま
し
い
と
思
う
が
、
そ
の
考
え

は
。

町
長
　
平
成
15
年
の
地
方
自
治

法
の
改
正
を
受
け
、
全
国
ど
の

自
治
体
も
民
間
で
で
き
る
も
の

は
民
間
に
任
せ
る
大
き
な
流
れ

が
あ
り
ま
す
。
平
成
19
年
度
か

ら
町
が
受
託
し
、
西
原
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
地
域
の
活
性
化
が
図
ら

れ
一
定
程
度
の
効
果
と
期
待
を

担
え
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
3
年
間
の
実
績

を
踏
ま
え
て
民
間
活
力
を
生
か

し
た
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
運
営
に
期

待
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
政
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
の
補
充
は

平
成
14
年
3
月
に
「
西
原

町
行
政
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン

設
置
要
綱
」を
定
め
、公
共
サ
ー

ビ
ス
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
改

善
及
び
向
上
に
行
政
チ
ェ
ッ
ク

マ
ン
は
寄
与
し
て
き
た
と
思
う

が
現
在
不
在
で
あ
る
。
補
充
の

考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
広
報
に
し
は
ら
等

で
募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
申

し
込
み
の
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
町
役
場
Ｏ
Ｂ
の
方

等
に
も
声
か
け
し
、
何
ら
か
の

対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
解
消
の
取
組
み
は

農
業
振
興
に
か
か
る
平

成
21
年
度
新
規
事
業
の

耕
作
放
棄
地
対
策
事
業
の
内
容

は
。
又
、
作
物
の
指
定
お
よ
び

販
売
先
の
制
約
等
は
あ
る
の
か
。

産
業
課
長
　
耕
作
放
棄
地
解
消

対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
平

成
20
年
度
は
Ｊ
Ａ
西
原
支
店
と

連
携
し
、
放
棄
地
再
生
利
用
緊

急
対
策
事
業
を
展
開
。
平
成
21

年
度
は
約
3
万
平
方
米
の
耕
作

放
棄
地
解
消
に
取
り
組
む
。
作

物
の
指
定
は
な
い
が
、
町
は
商

工
会
お
よ
び
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
西

原
支
店
と
連
携
し
、
町
特
産
品

を
目
指
す
意
味
で
シ
マ
ナ
ー
を

推
奨
し
て
お
り
ま
す
。
販
売
先

の
制
約
は
な
く
自
由
で
あ
り
ま

す
。

有田　力 議員

どうあるべきか◇
指導・支援カ
ルテ
どうする西原マ◇
リンパーク委託
継続

問問

問

問

西原マリンパーク新聞報道

問

問

問

地
域
活
性
化
、
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
の
対
策

に
つ
い
て
そ
の
内
容
や
あ
る
い

は
時
期
、
又
現
在
ど
の
よ
う
な

過
程
に
あ
る
の
か
、
こ
の
辺
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長
　
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い

て
富
議
員
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る

よ
う
に
本
町
の
交
付
限
度
額
に

つ
い
て
は
1
億
３
５
０
０
万
円

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
こ
れ
は
大
き
な
も
の
を
一
つ

に
絞
り
込
む
と
い
う
こ
と
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
情
報
と

し
て
企
画
政
策
課
と
各
課
と
調

整
を
し
な
が
ら
確
定
は
し
て
い

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
一
定
程
度

の
活
用
を
ど
う
し
た
も
の
か
と

い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
意
見

交
換
も
し
な
が
ら
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
な
ん
で
す
が
、
お
お

ざ
っ
ぱ
に
言
い
ま
す
と
、
10
件

前
後
で
事
業
を
今
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
か
ら

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
1
億

３
５
０
０
万
円
の
範
囲
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う

い
う
形
で
絞
り
込
ん
で
い
く
の

か
と
い
う
の
は
出
た
段
階
で
優

先
順
位
を
決
め
て
い
き
な
が
ら

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

3
月
定
例
会
で
本
員
は
六

つ
の
提
言
を
し
た
こ
と
に

つ
い
て
。

町
長
　
教
育
行
政
及
び
人
づ
く

り
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
六
項

目
、
私
は
本
当
に
こ
の
一
つ
一

つ
が
ま
さ
に
西
原
町
の
総
合
計

画
、
基
本
計
画
の
大
き
な
シ
ェ

ア
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
し
て

お
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
今
後
や

は
り
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
ま

さ
に
西
原
町
の
総
合
計
画
、
基

本
計
画
の
達
成
だ
と
見
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
私
が
ね

ら
い
と
し
て
い
る
部
分
が
か
な

り
入
っ
て
お
り
ま
し
て
、
今
後

こ
う
い
っ
た
内
容
等
で
重
点
的

に
各
施
政
方
針
の
中
で
今
後
こ

れ
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
教
育
委
員
会
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
こ
の
施
策
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
中
で
物
づ
く
り
を
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
地
域
特
産
品
に

取
り
組
ん
だ
経
緯
等
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で

何
か
一
つ
誕
生
さ
せ
る
為
に
は

や
は
り
ま
ず
物
づ
く
り
は
人
づ

く
り
か
ら
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
、
そ
う
い
う
面
で
の
人
づ
く

り
を
非
常
に
基
本
に
据
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
。
こ

れ
は
教
育
の
み
な
ら
ず
産
業
す

べ
て
に
言
え
る
こ
と
で
あ
り
ま

し
て
今
後
と
も
こ
れ
を
重
点
的

に
こ
の
施
策
を
ぜ
ひ
推
進
し
て

い
き
た
い
、
こ
の
よ
う
な
気
持

ち
で
あ
り
ま
す
の
で
又
ぜ
ひ
御

理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
け
れ

ば
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

富　春治 議員

地域活性化、経◇
済危機対策臨時
交付金活用で町
民への広範な効
果的対策を！！

問

問

地域活性化・経済危機対策事業
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3
月
の
定
例
議
会
で
、
他

の
近
隣
町
村
、
類
似
町
村

の
婦
人
会
の
補
助
金
等
の
実
態

を
述
べ
な
が
ら
、
西
原
町
婦
人

連
合
会
の
大
幅
な
会
員
数
減
に

対
し
て
の
補
助
金
の
額
に
つ
い

て
縮
減
の
提
案
を
し
た
。
補
助

金
に
対
す
る
見
解
を
聞
く
。

企
画
政
策
課
長
　
本
年
度
か
ら

補
助
事
業
も
含
め
た
形
で
、
す

べ
て
の
事
務
事
業
を
対
象
に
、

評
価
制
度
を
実
施
し
た
い
。
必

要
性
、
効
率
性
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
検
証
を
し
て
い
く
。
会

員
数
も
視
点
に
置
き
な
が
ら
、

今
後
の
補
助
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
。

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
、

経
済
不
況
か
ら
く
る
生

活
困
窮
者
が
増
え
る
中
に
あ
っ

て
、
補
助
金
の
増
減
の
見
直
し

は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
。

副
町
長
　
会
員
数
、
事
業
内
容

の
補
助
金
の
使
途
等
、
他
市
町

村
の
状
況
等
も
踏
ま
え
て
調
整

を
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い

る
。
又
各
課
が
し
っ
か
り
と
自

分
た
ち
の
抱
え
て
い
る
団
体
等

に
つ
い
て
、
内
容
を
つ
か
む
事

が
大
事
と
思
っ
て
い
る
。

近
隣
町
村
、
類
似
町
村
と

の
比
較
検
討
は
大
事
、
比

較
し
て
高
い
の
か
、
低
い
の
か
、

多
い
の
か
、
少
な
い
の
か
が
わ

か
る
。
西
原
町
は
類
似
町
村
の

水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
主
管

課
が
し
っ
か
り
と
審
査
を
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
。
前
年
度
の

補
助
額
を
ポ
ン
と
お
ろ
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

教
育
長
　
全
部
見
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
は
不
可
能
。
予
算
は
財

政
当
局
が
問
題
で
す
、
お
金
を

決
め
る
か
ど
う
か
は
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
行
く
課
長
た
ち
に
た
く

さ
ん
取
っ
て
お
い
で
よ
。
と
こ

れ
は
本
音
で
す
。

金
は
あ
る
よ
、
が
ん
ば
れ

“
金
は
あ
る
ん
だ
よ
、
頑

張
れ
”
で
す
か
。
会
員
数

が
減
っ
た
か
ら
切
る
と
い
う
の

は
難
し
い
と
の
事
だ
が
、
厳
し

い
予
算
状
況
を
話
す
の
も
教
育

長
と
し
て
ひ
と
つ
の
役
目
で
は

な
い
か
。
教
育
長
は
町
の
三
役

に
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、
予
算
が
あ
る
う
ん
ぬ
ん

と
い
う
の
は
、
ど
う
か
と
思
う
。

又
「
20
〜
30
名
の
会
員
数
が
変

わ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
減
ら
す

こ
と
に
は
な
ら
ん
、
極
端
に
数

の
差
が
あ
れ
ば
別
だ
が
」
と
答

え
て
い
る
。
極
端
な
数
と
は
何

名
か
。

教
育
長
　
難
し
い
。
答
え
ら
れ

な
い
。会

員
数
が
４
０
０
余
名

か
ら
２
０
０
余
名
に

減
っ
て
い
る
。
補
助
金
も
私
た

ち
み
ん
な
が
納
め
た
大
切
な
税

金
、
多
く
の
町
民
が
恩
恵
を
受

け
て
こ
そ
有
効
活
用
な
の
で
は
。

数
は
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
自
体
問
題
。

最
近
こ
の
議
会
で
町
道

与
那
城
・
呉
屋
線
の
町
立

図
書
館
の
先
に
庁
舎
建
設
の
予

定
が
あ
る
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
庁
舎
建
設
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
道
路
は
大
変
な

危
険
な
道
路
に
な
り
現
在
で
も

図
書
館
入
口
か
ら
兼
久
交
差
点

ま
で
の
間
の
歩
道
に
は
18
本
の

電
柱
が
あ
り
、
歩
道
幅
が
最
短

で
58
セ
ン
チ
有
り
、
西
原
小
学

校
へ
登
校
す
る
児
童
生
徒
約
２

３
０
名
が
そ
の
間
を
ぬ
っ
て
登

校
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
車

道
に
お
い
て
は
、
登
校
時
間
帯

の
１
時
間
に
７
２
４
台
の
車
両

の
通
過
が
あ
り
ま
す
。
庁
舎
建

設
に
伴
い
こ
の
町
道
の
車
道
・

歩
道
の
整
備
は
必
要
と
思
い
ま

す
が
、
町
当
局
は
ど
う
考
え
る

か
お
聞
き
し
ま
す
。

土
木
課
長
　
当
該
道
路
は
西
原

小
学
校
へ
の
通
学
路
で
あ
り
な

が
ら
、
歩
道
が
狭
く
、
歩
行
者

が
安
心
し
て
歩
け
な
い
危
険
な

道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急

な
改
善
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
本
町
は
町
道
、与
那
城
・

呉
屋
線
図
書
館
付
近
か
ら
西
原

小
学
校
入
り
口
付
近
ま
で
の
歩

道
上
の
電
柱
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
19
年
度
に
電
柱
を
所
有
す

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
調
整
を
行
い
ま
し

た
が
移
設
先
の
同
意
の
問
題
や

移
設
し
た
場
合
の
電
力
と
建
物

と
の
保
安
、
距
離
の
問
題
、
そ

し
て
移
設
補
償
費
等
の
町
負
担

の
問
題
等
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

移
設
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
当
該
道
路
の
歩

道
拡
張
の
採
択
、
補
助
事
業
の

メ
ニ
ュ
ー
が
な
か
っ
た
こ
と
も

改
善
が
で
き
な
か
っ
た
要
因
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、
マ

リ
ン
タ
ウ
ン
地
内
の
人
工
道
路

か
ら
西
原
小
学
校
入
り
口
区
間

に
つ
い
て
は
、
兼
久
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
線
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま

す
。
兼
久
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
の

整
備
に
よ
っ
て
、
危
険
な
歩
道

部
分
の
一
部
改
善
を
図
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
今
回
指
摘
さ
れ

て
い
る
危
険
な
歩
道
の
改
善
方

法
と
し
て
、
西
原
小
学
校
入
り

口
か
ら
県
道
浦
添
、
西
原
線
ま

で
の
道
路
整
備
の
検
討
も
含
め

て
改
善
策
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
兼
久
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
線
と
い
い
ま
す
と
国
道

３
２
９
バ
イ
パ
ス
か
ら
国
道
３

２
９
ま
で
の
間
で
す
が
東
崎
兼

久
線
と
い
う
こ
と
で
都
市
計
画

決
定
を
6
月
11
日
に
告
示
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
影
響
を
範
囲

と
し
て
国
道
３
２
９
か
ら
西
原

小
学
校
入
り
口
ま
で
影
響
範
囲

１
３
０
メ
ー
ト
ル
は
都
市
計
画

決
定
の
道
路
と
し
て
平
成
22
年

度
新
規
採
択
要
望
と
し
て
現
在

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後

の
庁
舎
建
設
の
位
置
ま
で
は
、

当
然
我
々
と
し
て
は
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
そ
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

儀間　信子 議員屋宜　宣太郎 議員

厳しい財政状況◇
の認識は。〔予算
を多く取っておい
でよ〕が本音？

町道与那城・呉◇
屋線の道路整備
について

問問

西原町補助金審査委員会現則通学路上の電柱

学
校
給
食
の
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
充
足
率
は
。

保
健
体
育
課
長
　

4
、
5
月
の

集
計
で
小
学
校
が
94
％
、
中
学

校
が
84
％
。
麺
、
ご
飯
、
ミ
ル

ク
の
比
重
が
高
ま
り
、
副
食
に

回
す
金
額
が
少
な
い
。
牛
肉
は

高
い
か
ら
鶏
肉
で
す
る
。
デ

ザ
ー
ト
も
、
他
の
市
町
村
で
は

ミ
カ
ン
な
の
に
、
こ
っ
ち
は
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
４
分
の
１

な
ど
。
し
か
し
栄
養
価
を
落
と

さ
な
い
努
力
を
し
て
い
る
。

学
校
給
食
法
に
「
学
校
給

食
費
は
保
護
者
負
担
」
と

あ
る
。
本
町
会
計
は
公
会
計
だ

が
、
私
会
計
が
本
来
の
あ
り
方

だ
と
考
え
る
。

保
健
体
育
課
長
　
会
計
問
題
は
、

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
課
題
を
私

も
感
じ
て
い
る
。

内
申
書
、
通
知
表
の
原

簿
と
な
る
「
指
導
要
録
」

は
、
法
的
に
作
成
が
義
務
付
け

ら
れ
た
公
文
書
。
所
見
欄
も
あ

る
の
に
、
な
ぜ
活
用
し
な
い
の

か
。
指
導
支
援
カ
ル
テ
は
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
た
い
へ

ん
な
問
題
。

指
導
主
事
　
指
導
要
録
は
、
課

題
等
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
今
は

書
か
れ
て
い
な
い
状
況
。

6
月
1
日
に
カ
ル
テ
廃

止
。「
自
己
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
」
開
示
、
訂
正
、
削

除
の
請
求
権
を
保
障
す
る
町
個

人
情
報
保
護
条
例
に
抵
触
す
る

の
で
は
。

総
務
課
長
　
あ
る
べ
き
も
の
に

つ
い
て
の
公
開
な
の
で
、
公
開

は
で
き
な
い
。

最
多
57
名
の
非
正
規
職

員
を
配
置
す
る
福
祉
課
。

非
正
規
職
員
の
配
属
先
と
業
務

内
容
は
。

総
務
課
長
　
本
町
勤
務
の
嘱
託

3
人
、
臨
時
3
名
。

　
出
先
機
関
50
名
。
西
原
保
育

所
16
人
、
坂
田
保
育
所
24
人
、

西
原
児
童
館
3
人
、
坂
田
児
童

館
4
人
、
西
原
東
児
童
館
3
人

で
、
調
理
及
び
保
育
業
務
が
主

な
業
務
。

保
育
所
は
生
身
の
人
間

を
扱
う
仕
事
、
正
規
職
員

の
2
倍
以
上
非
正
規
職
員
が
い

る
の
に
は
た
し
て
「
町
立
」
と

言
え
る
の
か
。

総
務
課
長
　
非
正
規
職
増
加
の

主
な
要
因
は
、
国
の
指
導
の
下
、

西
原
町
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
定
員
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
、
職
員
定
数
の
管

理
を
行
っ
て
い
る
た
め
。

国
、
県
か
ら
は
、
金
は
下

り
な
い
の
に
仕
事
ば
か

り
下
り
て
く
る
。
し
か
し
職
員

は
減
ら
さ
れ
る
こ
の
矛
盾
。
職

員
の
定
数
削
減
計
画
は
見
直
す

べ
き
で
は
。

町
長
　
職
員
を
増
や
し
て
い
く

場
合
、
地
方
交
付
税
の
カ
ッ
ト
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
予
測
さ
れ
、
た

い
へ
ん
苦
慮
し
て
い
る
。

保
育
士
を
最
後
に
採
用

し
た
の
は
。

福
祉
課
長
　
平
成
14
年
4
月
に

1
人
。11

月
3
日
文
化
の
日
に
、

内
間
御
殿
か
ら
首
里
城

へ
歴
史
の
道
を
歩
く
企
画
を
提

案
す
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
尚
円
王
が
首

里
城
に
上
っ
た
時
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
歩
く
と
い
う
非
常
に

い
い
提
案
。

呉屋　悟 議員

学校給食◇
指導支援カルテ◇
町立保育所の実態◇
職員定数管理の問題◇
歴史の道◇

問

指導支援カルテの新聞報道

問

問問

問

問問

問問問

問問問

公
約
の
一
つ
で
あ
る
雇

用
対
策
本
部
の
設
置
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
課
長
　
設
置
に
当
り
ま
し

て
は
商
工
会
、
企
業
関
係
者
さ

ら
に
は
内
外
の
有
識
者
等
を
含

め
た
組
織
を
設
置
し
て
本
町
の

雇
用
対
策
を
検
討
、
情
報
発
信

の
場
を
目
的
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
き
ま
す
。

西
原
町
雇
用
対
策
本
部

の
看
板
を
掲
げ
て
町
民

に
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
考
え

で
し
ょ
う
。

町
長
　
町
民
に
し
っ
か
り
と
町

内
に
こ
う
い
う
本
部
が
あ
る
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
で
は
看
板

の
設
置
と
情
報
の
発
信
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

町
長
の
移
動
手
段
と
し

て
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状

況
と
使
用
回
数
、
料
金
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
　
町
長
就
任
か
ら
5

月
末
現
在
ま
で
、
使
用
回
数
で

１
０
６
回
、
料
金
で
21
万
８
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
割
り
で
2
万
６
３
５

０
円
、
８
ヶ
月
で
２
０
０

日
と
割
る
と
０
．
５
３
回
、
１

日
１
回
も
使
っ
て
い
ま
せ
ん
が

役
場
の
車
で
自
ら
使
用
し
た
方

が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
　
公
用
車
の
利
用
時
間
は

調
査
結
果
で
２
時
間
ぐ
ら
い
だ

そ
う
で
す
。
タ
ク
シ
ー
利
用
す

る
場
合
は
町
外
が
中
心
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
検

討
委
員
会
は
、
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
「
公
共
施
設

ゾ
ー
ン
」
へ
保
健
セ
ン
タ
ー
、

防
災
セ
ン
タ
ー
、
町
民
ホ
ー
ル

を
併
設
す
る
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
が
こ
の
検
討
の
実
行
性
は
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長
　
平
成
22
年
度

分
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
本

要
望
を
す
る
運
び
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
庁
舎
は
リ
ー
ス
バ
ッ

ク
方
式
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
は

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
活
用
し
、

庁
舎
と
同
時
に
基
本
設
計
、
実

施
設
計
に
着
手
、
又
、
用
地
交

渉
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

庁
舎
建
設
に
お
い
て
土

地
収
用
法
も
検
討
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
新
聞

発
表
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思

う
が
ど
う
考
え
で
し
ょ
う
か
。

企
画
政
策
課
長
　
租
税
特
別
措

置
法
の
為
に
議
論
さ
れ
た
こ
と

で
そ
の
適
用
の
確
認
が
あ
っ
た

た
め
で
必
ず
し
も
こ
じ
れ
た
場

合
に
強
制
的
に
適
用
し
て
い
く

視
点
で
議
論
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

兼
久
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
の

都
市
計
画
決
定
の
日
程
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
平
成
21
年
6

月
2
日
西
原
町
都
市
計
画
審
議

会
の
答
申
を
受
け
6
月
10
日
、

県
知
事
の
同
意
を
受
け
ま
し
た
。

大城　純孝 議員

公約の実行と効◇
果そして、庁舎
建設と、他の課
題について

問問

問 問問

問問

庁舎公共施設ゾーンのイメージ図
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昨
年
度
の
第
一
次
、
第
二

次
補
正
予
算
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
い
た

し
ま
す
。
イ
．
緊
急
雇
用
創
出

事
業
の
実
績
。
ロ
．
本
町
で
の

事
業
認
定
の
実
績
。
ハ
．
２
兆

円
を
超
え
る
家
計
金
融
支
援
対

策
債
に
よ
る
定
額
給
付
金
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
、
妊
婦
健

康
診
査
臨
時
特
例
交
付
金
、
介

護
従
事
者
処
遇
改
善
特
別
交
付

金
、
地
域
活
性
化
、
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
な
ど
の
本
町
の
予

算
規
模
。
ま
た
実
績
に
つ
い
て

総
務
課
長
　
国
は
原
価
の
経
済

情
勢
へ
の
緊
急
対
応
と
し
て
一

次
補
正
予
算
で
安
心
実
現
の
た

め
の
緊
急
総
合
対
策
11
．
５
兆

円
、
二
次
補
正
予
算
で
生
活
対

策
27
兆
円
、
合
わ
せ
て
38
．
５

兆
円
程
度
の
経
済
対
策
を
実
施
、

本
町
の
経
済
対
策
に
か
か
る
事

業
と
し
て
は
一
次
補
正
予
算
分

で
地
域
活
性
化
緊
急
安
心
実
現

総
合
対
策
交
付
金
事
業
の
総
事

業
費
７
９
８
万
５
０
０
０
円
、

う
ち
交
付
金
で
５
３
４
万
３
０

０
０
円
、
二
次
補
正
予
算
分
で

地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
の
総
事
業
費
で
６
０

０
０
万
円
、
う
ち
交
付
金
で
５

５
４
２
万
２
０
０
０
円
、
子
育

て
応
援
特
別
手
当
の
総
事
業
交

付
金
と
も
２
８
４
０
万
円
、
定

額
給
付
金
給
付
事
業
の
総
事
業

費
交
付
金
と
も
５
億
５
６
３
６

万
５
０
０
０
円
、
介
護
保
険
特

別
会
計
に
お
い
て
は
介
護
従
事

者
集
合
改
善
臨
時
特
別
公
金
基

金
積
み
立
て
事
業
の
総
事
業
費

と
し
て
交
付
金
と
も
１
１
０
９

万
８
０
０
０
円
を
実
施
し
て
お

り
、
ま
た
、
妊
婦
保
険
診
査
事

業
は
、
平
成
21
年
度
当
初
予
算

で
総
事
業
費
５
１
２
１
万
９
０

０
０
円
う
ち
交
付
金
で
１
９
０

９
万
４
０
０
０
円
を
予
算
計
上
、

一
次
補
正
分
を
合
計
い
た
し
ま

す
と
総
事
業
費
で
７
億
１
５
０

６
万
７
０
０
０
円
、
う
ち
交
付

金
で
６
億
７
５
７
２
万
２
０
０

０
円
で
す
。

産
業
課
長
　
緊
急
雇
用
創
出
事

業
の
実
績
並
び
に
事
業
認
定
の

実
績
に
つ
い
て
、
申
請
件
数
が

２
１
８
件
、
認
定
件
数
が
２
０

６
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
費
の
負
担
軽
減
、
ス

ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
に
つ
い
て

教
育
総
務
課
長
　
新
経
済
対
策

で
教
育
関
連
で
は
小
中
学
校
関

係
で
の
情
報
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の

入
れ
か
え
、
職
員
用
１
８
０
台

、
児
童
生
徒
用
が
全
体
で
２
１

０
台
、
校
内
L 

A 

N
の
充
実
。

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
に
つ
い
て

健
康
推
進
課
長
　
女
性
特
有
の

が
ん
の
検
診
受
診
を
勧
奨
す
る

た
め
、
ク
ー
ポ
ン
券
で
検
診
費

の
自
己
負
担
を
免
除
で
き
る
よ

う
に
す
る
国
庫
補
助
事
業
で
、

県
の
説
明
会
受
け
9
月
の
補
正

予
算
に
計
上
し
、
10
月
以
降
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

長浜　ひろみ 議員

新経済対策◇
スクールニュー◇
ディール
子宮頸がん・乳◇
が ん検 診 無 料
クーポン券につい
て

問

 定額給付窓口

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
町

長
は
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
に
現
在
の
位
置
嘉
手
苅
か

ら
町
立
図
書
館
な
ど
が
あ
る
与

那
城
の
「
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
」

に
移
転
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等

を
併
設
す
る
複
合
施
設
案
を
示

さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
件
は
こ
れ
ま
で
の
方
向
と

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
民
が

納
得
で
き
る
そ
れ
だ
け
の
説
明

責
任
を
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

庁
舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
防
災

セ
ン
タ
ー
、
町
民
ホ
ー
ル
、
こ

れ
ら
の
複
合
施
設
と
土
地
取
得

に
予
算
及
び
時
間
が
か
か
る
も

の
で
あ
り
、
駐
車
場
も
含
め
説

明
を
求
め
た
い
。

町
長
　
企
画
政
策
課
長
　
庁
舎

の
位
置
に
つ
い
て
は
総
合
計
画
、

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
「
公

共
施
設
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
複
合

施
設
に
し
た
最
大
の
理
由
は
庁

舎
建
設
だ
け
で
は
国
か
ら
の
補

助
の
制
度
が
な
い
。
複
合
施
設

に
す
る
事
で
国
交
省
の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
の
活
用
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
敷
地
面
積
に
つ
い

て
は
予
定
は
1
万
３
０
０
０
㎡
、

駐
車
場
は
公
用
専
用
53
台
、
一

般
利
用
者
４
０
０
台
、
合
わ
せ

て
４
５
３
台
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
土
地
取
得
に
つ
い
て
は
基

本
構
想
の
作
成
後
速
や
か
に
関

係
地
権
者
側
と
用
地
交
渉
を
開

始
し
た
い
。
総
工
費
は
約
36
億

円
を
考
え
て
い
ま
す
。

小
波
津
団
地
の
残
地
問

題
に
つ
い
て
は
小
波
津

団
地
自
治
会
と
前
町
長
と
の
間

に
何
度
か
交
渉
が
も
た
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
前
町
長
か
ら

引
き
継
ぎ
事
項
、
確
定
書
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
上
間
町
長
は

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

形
で
実
施
す
る
か
お
聞
き
し
ま

す
。

町
長
　
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
長
年
の
検
討
課
題
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
解
決
に
向
け

町
と
小
波
津
団
地
自
治
会
で
い

ろ
い
ろ
調
整
会
議
が
な
さ
れ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
中

で
平
成
20
年
3
月
に
小
波
津
団

地
に
か
か
る
残
地
の
当
自
治
会

へ
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
と
言

う
事
が
要
請
文
書
で
提
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
身
を
見

ま
す
と
、
ま
ず
一
つ
目
に
、
そ

の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
一
の
条

件
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
一

つ
目
に
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た

場
合
、
い
か
な
る
場
合
が
あ
っ

て
も
移
転
々
貸
し
等
は
行
わ
な

い
。
二
つ
目
に
移
転
費
用
は
自

治
会
が
負
担
す
る
。
三
つ
目
に

今
後
の
判
断
は
新
町
長
に
委
ね

る
事
で
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
件
は
こ
れ
ま
で
の
経

緯
か
ら
こ
の
土
地
は
小
波
津
団

地
に
帰
属
す
る
と
考
え
ま
す
。

無
償
譲
渡
で
解
決
す
る
故
今
し

ば
し
時
間
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

去
る
４
月
５
日
、
オ
バ
マ

米
大
統
領
は
チ
ェ
コ
の

プ
ラ
ハ
で
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
を
呼
び
か
け
た
。
64
年
前

の
8
月
6
日
に
広
島
に
投
下
さ

れ
た
原
爆
は
一
瞬
に
し
て
14
万

人
を
殺
し
、
8
月
9
日
長
崎
に

投
下
さ
れ
た
原
爆
で
は
7
万
人

の
人
び
と
が
殺
さ
れ
た
。
人
類

史
上
初
め
て
日
本
に
落
と
さ
れ

た
2
発
の
核
兵
器
は
2
万
３
０

０
０
発
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
地

球
上
の
全
生
命
を
何
度
も
殺
せ

る
と
い
う
恐
怖
の
時
代
を
つ

く
っ
て
い
る
。

　
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
呼
び
か
け
て
い

る
今
こ
そ
、
非
核
平
和
の
世
界

に
む
け
て
連
帯
の
行
動
を
示
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
24

年
前
に
「
非
核
反
戦
平
和
都
市

宣
言
」
を
出
し
た
西
原
町
か
ら

オ
バ
マ
米
大
統
領
に
連
帯
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ろ
う
。

町
長
　
ア
メ
リ
カ
が
広
島
・
長

崎
に
原
爆
を
投
下
し
た
こ
と
を

意
識
し
、
核
を
使
用
し
た
唯
一

の
核
保
有
国
と
し
て
の
道
義
的

責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
と

ら
え
て
、
核
の
な
い
平
和
で
安

全
な
世
界
を
米
国
が
追
求
す
る

と
宣
言
。
歴
代
大
統
領
で
は
な

か
っ
た
。

　
西
原
町
も
去
る
大
戦
で
住
民

の
約
半
数
近
く
が
犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
「
非
核
反
戦
平
和

都
市
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
各
種

平
和
授
業
を
す
す
め
て
き
た
。

オ
バ
マ
演
説
に
賛
同
し
連
帯
し

て
世
界
の
平
和
を
追
求
し
て
い

く
立
場
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
起
草

を
検
討
し
た
い
。

歴
史
的
文
化
遺
産

歌
碑
梅
の
香
り
、
内
間
御

殿
、
ペ
リ
ー
探
検
隊
野
営

地
跡
、
歴
史
の
道
な
ど
町
内
の

歴
史
的
文
化
遺
産
を
巡
検
し
町

民
が
誇
り
を
も
っ
て
町
づ
く
り

を
進
め
る
気
運
づ
く
り
を

生
涯
学
習
課
長
　
内
間
御
殿
な

ど
文
化
財
な
ど
を
活
か
し
た
町

づ
く
り
は
大
事
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
文
教
の
ま
ち
ガ
イ
ド

養
成
講
座
を
開
催
し
、
文
化
財

ガ
イ
ド
も
養
成
し
て
い
る
。
民

俗
芸
能
な
ど
も
紹
介
し
た
い
。

歴
史
の
道

歴
史
の
道
の
ル
ー
ト
を
調

査
す
る
考
え
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
文
献
資
料
や

地
籍
図
な
ど
か
ら
、
お
お
ま
か

な
ル
ー
ト
は
わ
か
る
が
、
よ
り

正
確
な
ル
ー
ト
を
解
明
を
す
る

た
め
に
「
歴
史
の
道
」
の
専
門

の
先
生
方
に
依
頼
し
た
い
。

モ
ノ
レ
ー
ル
西
原
駅

モ
ノ
レ
ー
ル
西
原
駅
が

10
年
後
に
開
設
予
定
。
西

原
駅
か
ら
内
間
御
殿
〜
首
里
城
、

内
間
御
殿
〜
中
城
へ
と
史
跡
め

ぐ
り
が
で
き
る
環
境
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

前里　光信 議員

伊礼　一美 議員

庁舎建設につい◇
て
小波津団地の残◇
地問題について

核兵器廃絶で◇
オバマ米大統
領と連帯を
モノレール西原◇
駅と結ぼう文
化遺産

問

問

庁舎建設の新聞報道

歌碑「梅の香り」

問

問問

問

問 問

こ
の
問
題
の
根
底
に
は

教
育
行
政
に
お
け
る
上

意
下
達
の
体
質
が
あ
る
。
す
べ

て
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
す

る
の
で
は
な
く
、
必
要
で
あ
れ

ば
問
題
を
抱
え
た
児
童
・
生
徒

の
み
を
対
象
に
す
べ
き
で
は
。

指
導
主
事
　
一
部
の
子
に
は
問

題
の
背
景
を
共
有
す
る
た
め
に

必
要
。
ど
う
す
る
か
検
討
す
る
。

教
員
の
多
忙
化
の
現
状

か
ら
も
全
員
対
象
は
問

題
。
問
題
を
抱
え
る
子
供
た
ち

の
ケ
ア
を
集
中
的
に
対
応
す
る

仕
組
み
が
大
切
。
カ
ル
テ
の
問

題
を
議
論
す
る
に
も
、
委
員
会

や
校
長
主
導
で
は
な
く
、
現
場

の
教
員
の
声
を
最
大
限
に
ふ
ま

え
る
こ
と
が
大
事
。
さ
っ
こ
ん

管
理
教
育
の
強
化
で
学
校
現
場

や
教
員
が
萎
縮
す
る
流
れ
が
あ

る
が
、
西
原
町
教
委
は
現
場
の

教
員
や
保
護
者
を
信
頼
す
る
姿

勢
が
大
事
で
は
。

教
育
長
　
ご
も
っ
と
も
。
全
員

の
カ
ル
テ
は
先
生
方
も
大
変
な

負
担
。
た
だ
カ
ル
テ
の
お
か
げ

で
不
良
生
徒
も
減
っ
た
と
い
う

評
価
も
あ
る
。

２
年
連
続
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
最
下
位
の
結
果

を
踏
ま
え
、
県
教
委
は
危
機
感

を
も
っ
て
更
な
る
学
力
向
上
運

動
に
ま
い
進
し
て
い
る
。
だ
が
、

学
校
現
場
や
大
学
教
員
の
中
に

は
画
一
的
で
知
識
偏
重
の
取
り

組
み
に
異
論
も
あ
る
。
地
教
委

(

西
原
町)
の
独
自
性
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
県
教
委
の
方
針

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
る
の
で

は
な
く
、
現
場
の
教
員
や
保
護

者
の
声
を
大
事
に
し
た
独
自
の

学
力
対
策
が
あ
っ
て
よ
い
。

指
導
主
事
　
県
の
方
針
も
受
け

て
い
る
が
、
西
原
町
独
自
の
学

力
向
上
対
策
「
ゆ
い
プ
ラ
ン
」

も
あ
り
、
学
力
対
策
だ
け
で
な

く
心
の
教
育
も
大
事
に
し
て
い

る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
は
成

績
だ
け
で
は
な
く
、
学
習

の
定
着
や
課
題
、
つ
ま
ず
き
を

分
析
し
、
今
後
の
授
業
に
生
か

す
こ
と
が
目
的
。
現
場
の
教
員

が
中
心
と
な
っ
た
対
応
が
必
要

で
は
。

指
導
主
事
　
成
績
で
い
え
ば
、

小
学
校
が
あ
と
一
歩
で
全
国
平

均
。
中
学
校
は
県
と
全
国
と
の

中
間
に
位
置
。
分
析
と
対
応
策

は
、
ま
ず
言
語
活
動
を
重
視
し

た
授
業
改
善
と
教
員
が
チ
ー
ム

を
組
み
自
分
の
授
業
力
、
教
育

力
を
高
め
た
い
。

上
で
傾
向
を
分
析
し
、
現

場
に
下
ろ
す
の
で
は
な

く
、
現
場
の
教
員
が
主
体
的
に

か
か
わ
る
こ
と
が
肝
心
。
連
続

全
国
１
位
の
秋
田
県
は
現
場
の

分
析
力
や
実
践
力
を
生
か
し
基

礎
学
力
を
築
い
て
い
る
。

指
導
主
事
　
分
析
の
仕
方
や
活

用
の
方
法
に
関
し
指
導
助
言
し

て
い
る
。
決
し
て
上
か
ら
の
目

線
で
の
指
導
体
制
で
は
な
い
。

県
道
29
号
の
拡
幅
は

ル
ー
ト
が
決
定
し
た
が
、

幅
30
ｍ
で
中
央
分
離
帯
も
あ
り
、

ま
た
高
速
道
路
の
下
を
く
ぐ
る
。

住
民
の
懸
念
は
現
在
よ
り
も
利

便
性
が
低
下
し
な
い
か
だ
。
設

計
段
階
か
ら
地
域
の
声
を
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

土
木
課
長
　
設
計
段
階
か
ら
地

域
住
民
と
の
意
見
交
換
が
で
き

る
よ
う
県
と
調
整
し
た
い
。

与那嶺　義光 議員

指導カルテ・学◇
力対策～町教委
の主体制を
県道 29 号の拡幅◇
～地域の声を反
映

問

全国学力テスト新聞報道

問

問問

問問




